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府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府立京都学・歴彩館

施
設
概
要

所  在  地 京都市左京区下鴨半木町１番地29 設置年度 平成28年12月

設置目的

可動席100席
午前:15,000円　午後：20,000円　夜間：22,500円

（２分の１使用の場合、半額）

展示室 290㎡ －

府民に京都の文化、歴史等に関する学習及び交流の場を提供するとともに、京都に関する資料等を収集し、保存し、及
び公開することにより、京都における文化の発展及び学術の振興に資する。

経過
昭和38年設置の「京都府立総合資料館」の機能に新たに京都学研究の機能を加え、「京都府立京都学・歴彩館」を設
置。平成28年12月一部オープン、平成29年4月グランドオープン

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

大ホール 484席、控え室１室 午前：40,100円　午後：53,500円　夜間：60,200円

小ホール

ほっとスペース ２４席 －

駐車場 ２９台 １台１回300円/時間　１日最大1,200円

ラウンジ 151㎡ －

学習室 160㎡　84席 －

交通アクセス 京都市営地下鉄烏丸線「北山駅」徒歩４分、京都市バス「府立大学前」徒歩６分

営業時間・営業日
営業
時間

9:00～21:00（土日9:00～17:00） 休館日
祝日、第２水曜日、12月28日～翌年１月４日
蔵書整理期間

２階 （探究フロア）京都資料閲覧室、府大医大医書閲覧室 －

３・４階 府大文学部

施設構造種別 鉄骨造 延床面積 23,940.6 ㎡

指定管理者制度の
導入施設の場合、

その管理者

直営施設

貸付期間 ― 所在地 ―

選定方法 ― 業 　種 ―

収
支
と
人
員
配
置

収支実績
（単位：千円）

年度 27 28 29

人 件 費 397,148 389,569

物 件 費 337,286 338,780

30予算 備考

直
営
業
務

支　出　合　計 734,434 728,349
その他収入
国庫12,000
財産収入1,150

収 入 合 計 734,434 728,349

利用料金収入 8,213 13,584

その他収入 15,941 13,250

府 支 出 額
（一般財源）

710,280 701,515

収 支 0 0

自
主
事
業

支 出 合 計 23,866 ・土日夜間窓口業務
委託に係る受託料及
び府大・医大からの
図書館システム利用
料を自主事業収入と
して記載

人 件 費 12,500 12,500

物 件 費 11,366 11,366

収 入 合 計 23,866 23,866

23,866

23,866

収 支 0 0

利用料金収入 0 0

その他収入 23,866

その他（顧問）

常勤 40 40 0 0 0
人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員

非常勤 25 0 20

うち府派遣 0 0 0 0 0

4 1

計 65 40 20 4 1

13.1

28年度 - 人 小ホール 16.7

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　9,536,000千円 （うち府費 9,536,000千円）

利
用
状
況

利用者数等
（入館者数）

27年度 - 人

主要設備
利用率

（平成29年度）

大ホール

29年度 213,911 人 - -

ピーク時 平成 29 年度 213,911 人
利用率

算出方法
利用日数／開館日数

利用者の特徴

地域性

ホール…市内8割、府下1割、府外1割
展示室…市内8割、府下1割、府外1割
学習室…ほとんどが市内
京都学ラウンジ…市内8割、府下1割、府外1割
探究フロア…全国各地

年齢層

ホール…60歳以上の高齢者が8割
展示室…60歳以上の高齢者が8割
学習室…学生7割、社会人3割
京都学ラウンジ…60歳以上の高齢者が8割
探究フロア…60歳以上の高齢者が6割

用途

ホール…シンポジウム、学会等
展示室…府貯蔵資料、美術工芸品など
学習室…自習
京都学ラウンジ…グループ研究等
探究フロア…各種資料閲覧等

延床面積コスト
（平成29年度）

１㎡あたりｺｽﾄ
（指定管理支出計／延床面

積）
30,677 円

その他
（時期等）

ホール…年中
展示室…年４回に分けて実施
学習室…年中（試験前は混雑）
京都学ラウンジ…年中
探究フロア…年中（秋から冬は増加傾向）

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（平成29年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 3,320 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）               96.7 ％

主な代替・類似施設
京都に関する医書資料、古文書資料、写真資料、行政文書及び美術工芸資料を収集、保存、活用するとと
もに、京都学研究を行い、その成果を府民に還元する施設は他に例がなく、代替・類似施設はない。

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　無　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

　－

建替え等の
実施時期（見込）

平成　－　年頃
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
　－

２ 


